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咀 論

説

地
方
税

ε
し
て
の
所
得
税

の
重
要

第

十
二
巻

(第

二
號

三
八
)

二
三
Q

地
方
税

ε
し
て
の
所
得
税
の
重
要

、

月

正

雄

ラ

ラ

緒
言

〔
一
本
研
究

の
目
的
二
説
述

の
順
序
)

く

ぐ

う
　

　

コ

第

}
段

所
得
種
の
地
方
に
於
て
重
嬰
な

ろ
所
以

(
一
真
積
極
的
の
説
明
A
真
筆
當

な
ろ
所
以
の
原
則

上
の
根
櫨

B
其
財
政
攻
天
上

の
必
要
⇒
其

く

く

く

く

　

ラ

縷

説
の
排
斥
い
中
傷
偏
頗
の
弊
に
つ
き
B
澆

の
聳

つ
き
q
菓

家
笹

轟

'ド
つ
き
恥
中
蓋

厘
迫
の
警

つ
も

不
動
窪

・
蒼

く

く

傾

に
つ
き
F
財
産
愛
徒
な
生
す

ろ
傾
に
つ
き
)

・

(

ラ

ラ

ラ

ラ

第

二
段

所
得
脱
の
他
税
鵡
封
で
ろ
關
係
的
地
位

(
一
封
物
税
關
…係
A
物
税
に
談

る
べ
き
原
則
L
の
理
由
B
人
税
偏
重
の
實
際
上
の
弊
害

一
.封
財

く

ぐ
　

く

ぐ

ラ

ラ
　

産
税
關
係
い
財
産
税
存
在
の
理
由
及
此
場
合
の
所
得
税
財
産
誓

關
係
B
財
産
醗
否
定
の
理
由
及
其
駁
撃
)

(

結
論
(全
文
の
要
旨

〉
結

目

　「
前
数
回
の
論
文
に
於
て
地
方
税
こ
し
て
の
地
租
を
説
明
し
,
之
よ
り

牽

い
て
略
ぱ

牧
益
税

又
は

一二
直
接
物
税

((土
地
家
屋
及
管
業
税
)
ご
地
方
ε
の
關
係
並

に
之
に
關
.嚇
す
る
重
要
問
題
を
明
に
し
た
。
併
し
其
筈
の
關
係
は
實

は
共
自
身
の
説
明
の
み
に
て
は
充
分
明
か
に
せ
ら
れ
る
こ
ε
が
出
來
す

し
て
、
別
に
地
方
ご
人
視
た
る
所
得
税
等

ε
の
關
係
を
明
か
に
す

る
で
な
け
れ
ば
不
明
確
た
る
を
冤
れ
漁
。
で
私
は
藪
に
敢
て
之
を
試
み
、
以
て
前
者
の
足



,

9

ら

ざ
る
所
を
補

ひ
、
同
時

に
所
得

税

ご
地

方

ε
の
關

係

て

ふ

一
の
新

し
き
問

題

を
解
繹

し
や
う

ざ
思

ふ
。
地
方

に

於
け

る
基
本

的
租
挽

の
地

位
は
之

に
よ
り

て
略

ぼ
明

か
に
せ
ら

れ

る
こ
ど
を
得

る
。

別

に
戸
撒
及
戸

別
割

り
問
題

も
あ

る

が
、
此

は
嘗
て
詳

説
し
た

る

こ
ご
も

あ
り
、

且

つ
は
此

よ
b
初
む

べ
き
所
得

税

蓬
の
關
係

に
よ
り

て
も

明

か

に
な
り
得
零

か
ら

、
重

ね
て
説

く

こ
ε
を
止

め
る

で
あ
ら
う
。

二
本
丈

説
繊

の
順
序

ざ
し

て
は
、
先

づ
所

得
税

の
地

方

に
ε
り
て
重
要
な

る
所

以
を
説

き
、
次

い
で
此
視
が
地
方

に
於

て
他
税

ε
の
問

に
有
す

る
關
係
的
地
位
を

明

か

に
し

や
う
ご
思

ふ
。
此
外

に
地

方
所
得
税

に
關

し

て
は
、
重

複
課
税

問
題
、
他
地

方
交

渉
の
問
題
、
附

加
挽
の
問

題
等
興

味
あ

る
問
題

が
少
く
な

い
が
、
其

は
凡

ぺ
て
彼
女

に

譲

る
。

-
第

一
段

所
得
税

の
地
方

に
於

て
重
要
な

る
所
以

シ

ラ

ー
積
極
的
の
説
明
-

A
地
租
随
ふ
て
直
接
物
視
の
地
方
に
取
り
て
敏
く

べ
か
ら
ざ

る
こ
ε
は
前
に
述

べ
た
、
其

(に
は
色

々
の
理
由

が
あ

る
が
、
畢
竟
す

る
に
利
益

原

則
加
味

ご
.い
ふ
こ
ご
が
其
最
重

き
を
成
す
。

そ
し
て
私
は
勿

論
之
を
認
む

る
。
併
乍
ら

之
ε
同
時
に
地

方

に
は
純

能

力
原
則

に
依

る
所

の
視
も

が
な
く

て
は
な
ら

諏
。
其
は
何

が
故

か
。
之

に
答

ふ

る
の
に
は
地

方

の
事
務
及
其
獲

蓮

が
人
民

に
勤
す

る
の
關
係
を

分
析

し
吟
味

し
な
け
れ
ば
な

ら

澱
。
傍

り
て
下

に
之
を
試

み
や
う
。

論

説

地
方
稚
ミ
し
て
の
所
得
税
の
重
安

第
+
二
巻

(第
二
號

三
九
)

一三
=



○

論

説

地
方
晩
こ
し
て
の
所
得
税
の
重
要

第
+
二
巻

(第
二
號

四
〇
)

二
三
二

.
地
方
事
務

の
第

一
に
は
殆
ん
ご
全
く
特
段
な
る
人
々
に
特
段
な
る
利
益
を
與
ふ
る
ざ
い
ふ
關
係
を
離
れ
て
、
凡

べ
て
の
人
民

に
普
遍
的
に

一
「般
的
に
利
益
を
輿

ふ
る
ぜ
見

る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
例
之
、
地
方
が
兵
籍
名
簿
を
備

へ
て
軍
事
土
の
事
務
を
取
扱
ふ
が
如
き
、
國
に
よ
り
て
は
地
方
事
務

ε
な
れ
る
腓

の
商
工
業
裁
判
事
務
の
如
き
、特

に
我
邦
な
ご
で
は
最
著
大
な
る
費
用
を
要
す

る
地
方
事
務
た
る
国
民
教
育
事
務
の
如
き
、
.近
時
盆

々
重
要
こ
な
り

っ
＼
あ
る
肚
會
及
衛
生
事
務
の
如
き
、
或
は
警
察
事
務
の
如
き
で
あ
る
。
此
等
は
何
れ
も
特
殊
的
で
な
く

}
般
的

の
も
の
こ
し
て
各
人
の
能
力
に
朦
じ
て
負
撫
す

る
こ
ε
＼
な
る

べ
き
も
の
で
あ
る
(註
一)
。
尤
も
此
等

の

}
般
的
事

務
に
關
耕
し
て
も
、
.特
別
利
益
團
係
を
生
す

る
こ
ご
が
夢
少
は
あ
り
得

る
、
其
は
例
之
、
裁
割
事
務

に
於
け
る
各

事
件
の
當
事
者
、
国
民
激
育

に
於
け
る
外
信
者
〔
當
該
地
方
團
鵠
以
外
の
住
民
)
の
子
弟

の
受
く
る
特
別
利
益
で
、

之
に
劃
し
て
は
手
敷
料

に
よ
り
て
相
當
の
報
償

が
求

め
ら

る
＼
。
或
は
細
い
こ
ご
を

い
ふ
ご
、
国
民
漱
育
、
救
貧
、

警
察
費

に
っ
き
、

一
地
方
團
艦
内
に
て
或
特
業
者
が
大
工
場
を
建
て

・
多
数
の
勢
働
者
を
集
め
た
爲
め
に
其
團
膿

に
謝
し
て
、
.右
の
費
用
を
特
に
増
加
せ
し
め
、
他
の
團
鵬
員
に
特
に
不
利
を
與

へ
た
ざ
い
ひ
得

る
だ
け
で
は
、
藪

に
幾
分
特
別
賞
櫓

の
考
慮
を
要
す

る
も
の
を
生
す
る
(註
二
)。
其

れ
か
ら
甲
地
方
圃
騰
が
乙
地
方
團
腔
内

の
事
業
の

勢
働
者
其
他

の
従
業
者
の
住
居
地
歴
巴
な
る
が
爲
め
、
乙
團
騰

の
事
業
よ
b
利
益
を
受
く
る
こ
ご
比
較
的
少
く
し

て
、
其
勢
働
者
等
に
關
す

る
.漱
育
、
肚
會
、
警
察
費
を
比
較
的
多
く
負
捲
す

る
の
損
失

に
封
ず
る
報
償
を
乙
團
膿

に

求
む
る
`
い
ふ
こ
ε
も
あ

る
。
此
等
の
考
慮
及
計
算
は
勿
論
、
相
當
.に
爲
さ
な
け
れ
ば
な
ら
識
が
、
其
を
別
ε
し
て



は

右

の
費
用
は
其
地

方
團
燈

に
周

す

る

一
般
住

民
が

↓
般
的
關
係

に
て
負
罐
す

る
こ
こ

、
な

る

べ
,き
も

の
で
あ

る
。

(藍

)

・
・
γ
7

怪

際
臣

展

的
の
あ

・幕

別
的
の
も
の
あ

限
鴛

穿

に
し
季

め
る
も
の
で
あ
ろ
が
・
警

及
畏

警

託

.へ
て
の
人
民
の
又
に
人
類

の
義
務

こ
い
ふ
ご
守L
か
得
べ
し
己

い
ひ
、

コ
ン
ラ
ー
ド
も
救
貧
、
國
民
畢
校
等
の
愛
用
は
地
主
屋
圭
に
他

の
人
民
よ
り

』
高
音
度

F
て
利

ぐ、
な
ら
な

い
。
此
に
於

て
及
其
他
の
普
通
の
塑
用
に
於

て
に
給
付
能
ヵ
原
則
が
至
當

嘘
な
る
ε
い
ひ
、
パ
ス
テ
ー
ブ
ル
は
地
方

政
府
の
任
務

の
或
1
1
の
は
輩
に
便
宜
の
爲

め
に
之
に
任
か
さ
る
・
。
此
が
地
方
的
利
金

な
う
が
爲
め
で
な

い
。
例
之
、
審
察

・
監
獄
・
救
貧
・
教

育

の
如
し
。
此
等
の
重
要
な
ろ
事

件
の
有
効
な
る
盧
理
に
於
て

、
土
地
其
他

の
財
産
の
所
有
者
等
の
か
が
利
益
か
畏
く
る
こ
ピ
々
主
張
す
ろ
こ
こ

ば
出
來

厭
い
。
i

室
質

に
於

て

一
般
的
目
的
の
農
用
ば
国
税

ε
同

一
分
配
に
從

ふ
べ
音
も
の
で
め

を

い
ひ
、
ビ
ル
ン
バ
ゥ
・
ば
市
町
村
に
軍

事

司
法
に
つ
寺
て
も
分
業
の
結
果

こ
し
て
任
務
な
有
す
り
市
町
村
に
国
家

の
機
關

ミ
し
て
軍
務
行
政

に
於

て
軍
籍
名
簿

な
備

へ
て
徴
集
事
務
ん
行

ふ
。
宿
命
負
櫓
の
分
配
に
共
力
す

ろ
。
近

頃
に
於
け
る
工
業
及
商
業
裁
判

所
に
特

に
市

町
村
的
任
務

こ
し
て
国
家
司
法

の
機
能

ピ
し
て
見
る
べ

き

も
の
で
あ
る
ぐ㌧
い
ふ
。
更
ら
に
ボ
ル
ト
は
市

町
村

に
に
、
特
に
典
國
で
ば

一
般
文
化
目
的
に
役
立

つ
所
の
職
分
の
澤
山
が
任

か
さ
ろ
㌔
。
例
之
、

軍
務
、教
育
、警
察
的
保
護
の
如
し
。
此
外

に
特
に
大

な
ろ
市

町
村
で
は
、
一
般

の
教
化
及
雇
靴
目
的

に
用
立

つ
所
の
種

々
の
任
務
な
随
意
に
行
ふ
。

例
之
、
圖
嘗
舘
、
博
物
館
の
設
立

、
、市
立
劇
場
の
設
立
及
進
捗
、
市
立
音
樂
隊

の
補
助

、
病
院
浴
場

の
縄
瞥
の
如
し
。
そ
し

て
此
等

の
任
務
の
充

足
の
爲
め
に
必
嚢

義

用
ば
凡
べ
て
の
住
民
に
奪

に
飼
す
き

い
㌔

(註
一
一)

ロ
ツ
シ
ア
ー
に
之
に
關
し
て
曰
く
、
或
警
業
者
が
大
工
場
の
設
立

に
よ
り
て
、
役
の
殆
ん
ご
蘇
ら
な
る
利
益

の
爲
あ
に
、
彼

の
同
市
民
の

此

義
務

(救
貧
、
圃
民
教
育
獲
な

}
般
的

に
費
櫓
す
る
義
暢
)
些
勝
手
に

一
尉
腰
迫
的

芝
す

ろ
の
礎
利
奄
打

つ
や
に
疑
問
ご
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

勿

.

、

ぬ

ε

。

第

二
に
は
地

方
事
務

の
中

に
は
特
段

な

る
人

々
が

特
に
人
な

る
利
益

を
有
す

却、
き
も
の
が
あ

る
。
其

に
も
亦

二

通
り

あ

っ
て
、
其
第

↓
は
中
等
以

上

の
學
校
、
尉
場

、
電
車

電
燈
琵
斯

事
業

の
如

き
で
、
此
等

は
可
な
り

高
き
手

敷
料
を

ご
り
て
特
別
報
償

を
行

ひ
、
塒

ε
し

て
は
更

ら

に
進

ん
で
瞥
利
主
義

を
用

み
て
純
費

以
上

に
利
益

を
翠

ぐ

講

親

地
方
税
ミ
し
て
の
焼
得
税
の
重
要

第
+
二
巻

〔第
二
號

四

ご

二
三
三

,
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論

説

地
方
書

し
て
の
所
得
税

の
重
要

第

+
二
巻

(第

二
號

四

二
)

二
=
西

る
こ
ご
も
あ

る
。
併

し
其
足

ら
ざ

る
だ
け

で
は
叉
初

め
よ
り
足
ら

図

る
・
ε
を
期

し
馨

だ
け
で
は
、

一
般
住
民

の

　
般
的
利
金
に
關
す
る
も
の
こ
し
て

一
般
的
負
撚
を
要
求
す
る
外
な
い
の
尤
も
細

か
く
考
ふ
る
ξ
、
電
車

の
如

き
が
不
足
経
済
ε
㌃

つ
た
場
合
に
は
、
此
が
土
地
家
屋
鞍
業
の
利
益

に
關
係
の
特

に
人
な
る
も
の
ご
し
て
、
其
不

足
の
全
都
で
は
な

い
が

一
大
部
を
此
等

の
も
の
＼
上
の
枇
に
て
充
た
ザ

の
が
至
當
で
あ
る
、
第

二
は
道
路
橋
梁
上

下
水
街
燈
等
で
(駐
三
v、
此
等
の
も
の

、
費
用
は
連
銭
橋
銭
上
下
水
道
料

ε
し
て
手
敷
料

に
て
特
別
報
償
の
求

め
ら

る
＼
こ
ε
も
あ
る
。
又
特
別
課
徴
に
依
る
こ
己
も
あ
る
。
が
此
等
に
依
ら
ざ
る
だ
け
で
は
主

ε
し
て
は
土
地
家
屋

桜
業
税
に
て
負
措

さ
る
べ
き
で
あ

る
。
共
和
盆
が
最
多
仁
土
地
家
屋
瞥
業
に
蹄
す
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
此
に
つ

き

一
般
罠

も
箕

の
利
用
に
よ
り
沓

利
用
し
得

べ
き
・
・
に
よ
臥
て
利
益
を
掌

る
か
ら
、
之
が
爲
・
三

般
的
負
推

を
熾
す

の
も
至

當
で
あ

る
〔諮
四
)。
其

れ
故

に
租
税

に
於
て
利
益
原
則

加
味

の
要
求

せ
ら

れ
る
最
重

な
る

場

合

に
て
も

、
樹

別

に
之

ご
並
行

し
て
多
少
は

一
般

的
負
撚

を
俘

は
し
む

べ
き
も

の
だ

ご

い
ふ
こ

ご
、に
な

る
。

(甕

)

例
之
秀

ト
旨

く
・
醇

村
毯

一
大
部
茎

長

桑

〃
ミ

市
町
村
・・否

離
籍

付
真

・
経

た
至

聖

屋
・
所
有
、
及

市

町
村
ご
頗

る
留
接

に
結
付
き
た

み
替
業
者
に
其
物
艦

の
仮
植
を
亮
む
み
こ
ミ
に
よ
り

て
利

ぐL
な
る
。
此
土
地
家
屋
管
渠

の
慣
値
な
高
む
る
費
用

に
畢

醍

第
一
匪

道
路
其
他
の
交
通
方
便
・
運
河
敷
蓑

維
持
の
費
用
壷

鷺

張
及
開
馨

費
用
等
で
あ
ぎ

。
そ
し
て
此
が
識

で
あ

ろ
が
、
凋
リ

ビ
ル

ン
畔
ウ
ム
に
此

櫨
の
も
の
に
国
家
に
』
あ

っ
て
、
地
方

に
つ
き
特
別
の
も
の
こ
見

る
に
ば
及
ば
ず

ミ
い
っ
て
居

る
。
曰
く
、
市

町
村
ば
地
方
團
隈

ε
し
て
其
人
民
の
縄
濟
的
利
益
島
交
通
燈
火
等
に
よ
り

て
幼
く

み
の
佳
勝
な
育

つ
。
併
し
市

町
村
が
之
に
つ
き
小
仕
掛

に
行
ふ

も

の
な
吾
人
ば
画
家

に
於
美

仕
掛
に
て
見
る
。
.人
に
唯
だ
国

民
縄
濟

が
廣
き
に
亘
る
国
家

の
鐵
濫
綱
な
し
に
水
路
な
し
に
郵
便
電
信
芒

に
め

る
べ
き
も
の
薯

ふ
れ
ば
明
か
で
あ
ろ
。
故

善

人
に
國
書

髭

し
て
市
町
村

の
経
済
的

の
地
位
な
み
も
の
宗

認
落

、
・
産

出
楽
な

い
。



う

む

し
ろ

藏

に

も
公
任
務

の
多
様

の
爲

め
に
必

要

ぐ」
な

る
所

の
分
業

な
見

な

け
れ

ば
な

ら

ぬ

ミ
。3

(註
四

)

諸
多

の
學

者

、
均

し
く

之

々
注

意

す
。
例

之

、

エ
ー

ペ
ル

ビ
に

利
益

原

則
ば

誇
張

し

て

に
な
ら

な

い
。

何

ミ
な
れ

ば

此

が

}
般

に

い

へ
ば

止
宿
で
め

っ
て
も
凡
べ
て
の
市

町
村
的
樫
濟
施
設
が
公
益
的
性
質
で
め

翫
か
ら
。
i

世
路

11
曹

に
洛
濫
の
地
主
の
み
な
ら
中

・
均
し
く

「
般
交

ノ

通
に
も
用
立
つ
。
瓦
斯
設
控

室

の
宴

.与

、
街
燈
量

り
て
凡
べ
て
の
蟹

に
も
用
立
?
・
い
ひ
・
・
ン
7

ド
由

禽

地
主
鑑

路

の
馨

倭

昊

笙

位
に
利
金
窪

く
・
。
彼
猛

の
者
よ
り
傷

く
之
霜

月
ず
る
。
之
に
よ
そ

饗

費
諾

し
・
其
土
地
の
祭

彪

ム
つ
て
高
め
.b
を

。
婆

他
の
人
民
例
之
學
校
教
師
毒

も
野

比
設
備
の
薦
め
に
.貢
献
し
撃

て
に
傘

で
な
い
。
併
し
學
酸

価
も
物
品

な
ぞ

買
入
れ
得
る
、、.、
に
　

《
、
之
誘

利
無

学

、
ろ
。
堕

聖

の
み
髭

握

熱

す
る
・・躍

不
整

で
あ
ら
　
・
畿

都
育

て
幕

・
璽

状
磐

養

・
・
所
・
下
杢

水
落

蒼

鑑

、
劇
崇

建
・
・
蔓

墨

校
選

て
ら
れ
葵

緊

添
へ
ら
れ
た
場
食

、

地
薄

凡
。へ
て
の
人
々
に
利
・、な
・
。
供
血

多
く
ば
桑

登

吉

帰
し
犬

民
の
嘉

吉

よ
つ
在

居
に
封
ず
ろ
璽

が
寺

・
柴

彼

れ

に

一
層
商
妻
屋
賃
葎
興
へ
、
土
地
及
家
屋

の
便
値
な
高
む

ろ
。
此
故
に
彼
に

一
層
大
な
る
反
封
給
付

な
漏
す
べ
き

も
の
で
め

ろ
ε
い
ひ
・
ナ
メ

ー
プ
も
姦

蝶

警

於
げ
ろ
財
産
の
所
鴛

勢

豊

の
利
舞

爲
め
極

撃

・
・、三

振

度

劉
・
あ
ら
う
・
併
し
斯
か
る
改
頁
耗

會
の
垂
饗

爲
め
に
必
響

あ
み
。
一

有
償
馨

、
粟

、
職
誉

於
げ
・
財
寒

寧

・
人
姦

府
の
馨

旦
貝
攣

る
こ
妥

く
し
て
、

所
得
塞

け
、
且
薗

害

寮

地
方
讐

巌

府
の
綴

及
豊

震

-
考
へ
轟

・
・
甕

彙

寒

肇

る
こ
基

根
摯

ろ
采

合
理

で

あ
ら

う

ぐ、
い
ひ

、
ビ

ル

ノ
バ

ゥ

ム
も

、
利

益

の

分
別

は
容
易

で

な

い
。

例
之

-
下

水

に

て
に
膏

に
地

主

の

.】
燐
火

な

ろ
利

益

に

つ

い
て

い
ふ

ご

是

得
ろ
の
ぞ

な
く
、
一般
の
人
・
差

矢

芸

利
金
奢

っ
。
藩

に
つ
い
て
高

じ
。此
に
つ
き
讐

地
吉

特
別
利
禦

讐

ら
ぞ

け
れ
ご

、
各
食

も
が
均
し
血

路
・
磐

、
療

、
騎

・
つ
き
梨

書

す
・
。
譜

の
褻

・
　

藁

建
霧

及
慧

市
崇

廣

ぐ

る
所
の
建
築
地

φ
開
獲
て
ふ

一
般
的
而
か
も
最

}
般
的
な
る
利
益
が
充
た

さ

ろ
㌧
乏
い
ふ
。蛉

第
三
に
は
地
方
團
艦
の
馨

、
其
は
呉
羅

の
勇

の
施
設
の
葦

・
も
驕
す
・
が
、
舞

の
総

長

ふ
所

も
ぞ

な
い
。
何
れ
に
せ
よ
特
定
の
或
施
設
の
結
誓

い
・ふ
の
で
な
ε

て

一
碧

其
膠

の
窪

の
矯
め
に
・

論

説

地
霧

・季

、箭

窺

の
轟

」

第
+
二
費

第
二
號

四
一「;

二
三
五
、

●

3)Boldt,a .a.0.S.88-99,Birnbaum,ε し.a.0.S.4-5,

4)Eheberg,Fw.9Aufl ,S.513.Conrad,a.a.0.S.H,0'meara』

taxation,P・128.Birnbaum,a.a.0.S.7.

皿unicipal



■

,

論

眈

地
方
税

ご
し
て
の
所
得
晩

の
重
要

甥
+

二
巻

(第

二
號

四
四
)

二
三
六

特
段
な
る
会

が
特
に
利
益
を
受
器

ご
い
ふ
こ
ε
が
あ
る
。
特

に
之
に
唐

て
其
團
鵬
内
の
土
地
家
屋
瞥
業
の

持
主
が
利
す

る
所

で
あ
る
。
之
に
封
し
て
彼
等
が
何
等

の
特
別
負
捲
を
儒
諸

ε
あ

っ
て
は
不
當
で
、
此
が
爲
め

に
も
特
量

地
家
屋
替
業
繋

至
誓

い
ふ
こ
ご
・
な
る
つ
併
し
此
に
つ
き
て
も
前

に
於
け
を

均

ヒ

、
此
等

の
特
定

人
以
外

の

一
般

の
入

な
も
が
全
一

利
益

を
受
け

漁
ε

い
ふ
こ
`
は
な

い
。
彼
等

も

が
利
益
を
受

け
叉
は
少

一
ε
も
其

を
受

く
る
機
會
を
持

ち
得

る
。
此
丈

り

"
於

.、
一
般

的
負

憺
も
亦

至
當

ε
な

る
。

又
稀

な
る

こ
ε
で

は

あ

る
が
、
衰
微

の
傾

を
示
し

つ
、
あ

る
市
町
村

で
は
、

共
地

主
導
ぽ
共
地

慣
の
下
落
を
享

け
、
屋
賃

の
低

下
、
瞥

業
の
不
振
を
嘆
じ
?

て
は
な
畠

。
此

に
至
て
は
最
早
利
徳

則
の
適
用
蓬

切
で
な
毒

、
。
此
場
A
。
.
は
.

些

般
的
窪

・
關
し
て
の
宅

な
∵

前
の
特
馨

・
施
啓

・
・
も
の
傷

い
・、
も
利
益
原
則
の
適
用
が
凝

は

し

く

な

る

(註
五
)。

-

馴

〔註
五
)

・
言

「

昌

く
、
土
地
及
家
屋
所
薯

が
少
く
、、商

醤

市
町
村
鬱

鬱

ゐ

利
用
角

ず
ζ
.
琴

旦

磐

往

ろ
㌧
圭

・、忍

張
に
・
凡
.へ
て
の
灘

門

鱒

ダ

市
町
村
旨

不
當
で
あ
・
。
下
・
所
の
屋
賃
及
地
代
爵

上

方
的
の
憲

稀
及
地
租

土
地
及
譲

所

ゴ

の

　

で擁

諜

鰻

掴
騨

鐸

鞍

る
受
益
者
　

つ
て
暴

露

　

特
製

徴
な
-
・
.
漁

三
物
聾

り
・
他
腱

よ
b
の
筑

箪

な
り
・
て
纂

す

・
き
も
雪

　

が
、
募

三

般
人
茱

募

的

邸

に
之
　

し
て
利
益
を
受
く
る
こ
い
ふ
黙
も
あ
っ
て
・琴

.堕

て
難

　

し
て
熱

付
能
力
振

・
所
の
人

晒

粉
瞥

所
得
税
を
地
方
に
も
鉄
-
を
得

響

い
ふ
こ
ε
に
な
る
(藍

.
然

る
暑

も
此
人
挽
を
鉄
き
.專
ら
.物
税
を

の

●



ロ

ラ

以

て
地

方
直

接
税
禮
系

を
立

て
た

蓬
.し
た

な
ら
ば

、
其

は
何

ご
し
て
も

不
完
全
π

る
を
冤

れ
な

い
(誰
人
)。
B
佃

ほ

(

天
北
所
得

税

が
地

方

に
も
鞍

達
し
た

ε

い
ふ
の

に
は
右

の
原
則

上
の
理
由

の
み
な
ら
す

、
近
代
地
方
財
政

の
膨
脹

に
俘

ふ
財

政
牧

入
上

の
必
要

の
薦

め
こ

い
ふ
こ
ご
も
あ

る
藍

空

。
そ

し
て
此
所
得

税
が
地

方

に
も

至
當

に
し

て
且

つ
必

要
な

る
こ
ε
は
、
各
地

に
實
例

の
多

き
こ
ε
に
依

っ
て
も

讃
す
.る
を

得

る
(註

]
○
)。

(註
六
)

エ
ー
ペ
ル
ヒ
に
之
に
つ
き
、
市
町
村
費
の
諸
多
の
も
の
が
或
者
に
他
の
者
媒
71
も

一
履
多
く
利
ピ
な
ろ
こ
ε
ば
全
層
に
最
早
眞
面
目
に
争

り

ば
れ
な

い
。
が
此
外
に
市

町
村
費

の

一
大
部
が
全
艘
ド
不
可
分
約
に
有
利

ご
な
り
、
給
付
能
力
の
原
則
に
依

ろ
溌

ド
て
充
た
す
べ
き
で
あ

る
ご

い

ひ
・

ロ
ツ
シ
ァ
」
に
市
町
村
脛
濟
の
多
く
の
経
費

ば
唯
κ
分
散
的
な

ろ
国
家
的
給
付

に
の
み
關
し
、
叉
に
凡
ぺ
て
の
市

町
村
團
艦
長

に
不
可
分
に

平
等
じ
利
益
ε
な
る
。
併

し
叉
多
く

の
他
の
も

の
に
求
人
に
他
の
人
よ
り
も

一
層
多
く
有
利
ご
な
り
、
往

々
に
し
て
加
之
、
他

の
人
に
不
利

ぜ、
な

ろ
ε

い
ひ
、

コ
ー

ン
は
地
方

税
の
租
税
義
務
者

の
共
同
團
瞠

に
劉
す

み
關
係
に

つ
音
種
窟
な
ろ
原
則
が
行
ば
ろ
」
。
共
同
團
艦
が
箇
人
の
爲
め
に

或
時
に
箇
別
的
に
報
償
す
べ
き
利
益

た
給
付
し
・
或
時

国
文

【
般
的
に
報
償
す
.、
き
利
益
な
給
付
す
べ
き
も

の
で
あ

る
ピ
い
ひ
・

コ
ン
ラ
ー
ド
に

登
霞
上
は
市

町
村

及
其
他

の
公
共
團
盤

に
て
も

、
国
家
に
於
け
る
ε
同

一
の
原
則
が
考
察

に
來
り
、
此

に
も
給
付
能
力
に
依
る
租
醗
賦
課
が
起
ら

な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
が
、
鼓

に
往
々
匹
し
て
市
町
村
行
政

の

[
定
の
給
付
邪

一
定
の
範
疇
の
人
民

F
第

】
位
に
利
益

ピ
な
り

、
随

て
給
付
及
反
封
給

付
原
則
が
適
用
さ
る
・
為
得

ろ
場
合

た
生
す

る
。
併
し
市

町
村
税
な
專
ら
此
原
則
に
よ

つ
て
賦
課

ぜ
ん
与

る
は
行
過
ぎ
で
あ

る
ε
い
ひ
、
ブ
リ

レ
ド
ペ
ル
グ

ー-
市

町
村
費
搬

の
爲
め

に
ば
第

「
に
各
人
が
例
外
な
し
ド
其
給
釘
能
力

に
從

っ
て
貢
献
し
な
く

て
1エ
な
ら

掩
。
併

し
其

外
に
1

彼

の

等
に
生
じ
た

ろ
利
益
の
割
合

に
於
て
相
當

に
市

町
村
貢
捲

に
任
じ
な
く
て
に
な
ら

均
ミ
い
ふ
。

へ註
t
)

リ

ロ
ツ
シ
ア
ー
11
所
得
税
に

一
般
人
民
義
務

に
基
く
が
如

音
市
町
村
費
の
爲
め
に
特
に
適
當
す
こ
爲
し
、
フ
ル
カ
ー
し
地
方
所
得

税
11
地

(

方
費

の

一
部

の
充
足
の
薦
め
に
原
則
上
正
當
也
ピ
し
h

フ
リ
ー
ド

ベ
ル
グ
ば
給
付
能
力

'ト
よ
る
課
税
に
つ
い
て
は
第

一
位
に
所
得
税
の
適
當
な
る

こ
さ
が
許
さ
れ
な
娩
れ
ば
な
ら
掩
ピ

い
ひ
、
ボ
ル
ト
に

一
般
的
任
務

の
遂
行
の
病
め
に
必
要

叱
る
費
用

ほ
凡
.,へ
て
の
住
民
に
不
等
匹
締
す
。
薩
て

諦

観

地
方
税

ε
」
て
の
所
得
種

の
重
要
.

第
十

二
巻

(第

二
號

四
五
)

二
三
七

6)Eheberg,a.a.0.S.52斗.Roscher,a.a・0・11・S・441・Cohn,Systemd・Fw・

S..652.Conrad,a.a.0.S.Io.Friedberg,Besteuerungd・Gemeinden・S・

10.

「
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論

説

地
方
税
ε
し
て
の
所
得
税
の
重
要

第
十
二
巻

(第
二
號

四
六
)

二
三
八

此
登
用
充

足
の
爲

め
仁
必
要
な
ゐ
方
便
は
給
付
能
力

に
エ
リ

分
級
さ
れ
た
る
所
得
税
に
よ
り
て
凡
べ
て

の
人
民
よ
門
齎

ら
さ
ろ
㌧
こ
ピ
を
熨
す
ξ

篤
し
、

マ
‡

i
は
地
方
聯

・
し
て
の
所
得
税
採
用
ぱ
重
要

な
ろ
進
歩
々
齎
ら
し
た
。
何

ミ
な
れ
ば
相
擁
義
務
者

の
人
的
事
情

の
考
慮
な
し

に
專

ら
租
税
物
艦
心
賦
課
の
基
礎

ピ
す
る
収
益
醗
に
封
し
て
、
所
得
税
が
圭
鎧
祝
ε
し
て
給
付
能
力
の
最
廣
音
考
察
奄
許
す
か
ら
ε

い
ひ
、
ポ
ル
グ
ト

匡
石

組

秘
結
付
勢

F
於
て
羅

の
正
常
の
擢

な
認
む
べ
く
・
此
原
則
畏

く
整
頓
し
た
・
公
共
團
讐

蓋

決
し
歪

め
ら
ろ
、
ミ

リ

Pμ
山四
珠
な

い
ξ
い
ふ
o

ム

ち
レ

ロ
反
面

に
於
て
ノ
イ
マ
ン
に
給
付
及
反
封
給
付
關
係

に
從
て
貢
推
の
分
配
な
齎

ら
す
べ
き
凡
て
の
場
合

ら
は

、
所
得
税
は
全
く
適
賞
し
な

い
。
何

ご
な
れ
ば
相
當
な
る
報
噴
の
高
さ
ば
所
得
よ
り
は
全
く
凋
立
な
ろ
准
例

ピ
す
る
か
ら

ε
い
ふ
喝

(註
八
)

エ
ー
ペ
ル

ヒ
は
之
に

つ
昔
日
く
、
英
圃

の
地
方
税
(不
動
産
収
益
税
に
偏
し
た

ろ
)
ば

一
方
的
な
る
施
弊

こ
す
る
。
一

全
租
税
貢
播

な
利

益

原

則

に
`
り

て
…刮
A目
に
少
数

な
る
利
害

關

係
者

に
概

く

・
、ミ
Pμ
帝
q
に
曲
者
【に
於
応り
ろ
不
常
四日
一つ
堪

ゆ
.へ
か
ら

ざ

る
麗

泊
　心
門π
ふ

、
、ご

」
な

ろ
の

つ

み
な
ら
チ
、
市
町
村
に
凡

へ
て
の
人
民
階
級

な
含

み
且

つ
凡

へ
て
の
者

に
用
立

っ
こ
9
の
事
實
に
も
反
す
る
巴
%

(註
九
)

シ
ェ
フ

レ
ー
に
曰
く
、
公
益
的
費
用
に
都
市
に
於
て
特

に
増
加
す

ゐ
。
人
は
国
費
贈
加
の
法

則
ご
均
し
く
、
地
方
費
珊
加

の
法
則
存
語

る

ゆ

々
得
ろ
ぐ」
。

(註

一
〇
)

ピ
リ

ン
ス
キ
ー
に
曰
く
、
此
地
方
所
得
醗
の
辯
護
若
の
籔
多
く
且

つ
加
之
椹
威
者
を
含

む
こ
ご
は
否
む
こ
ピ
葎
得

沿
。
が
併
し
此
等
の

λ

々
に
エ
り
て
擧

げ
ら
ろ
＼
物
的
理
由
に
、
私

に
に
濁
逸

の
多
く
の
大
帝
が
夫

の
酷
な
有

つ
ε
い
ふ
ご
ε
の
誰
明
ほ
ご

に
ば
詮

明
力
葎
育
た
な
い

コ

の

や
う
で
め

ろ
ご
。

ラニ

消

極

説

の

排

斥

ー

ーA

或

ば

所

得

税

は

地

方

團

盟

の

行

ふ

に

は

あ

ま

り

に
微

妙

な

も

の

で

、

近

隣

煮

間

の

中

傷

偏

頗

等

の

弊

を

律

ふ

、

(

「

か
ら

宜
し
く
な

い
ε
い
ふ
(註

=

)論

が
あ

る
。
併

し
之

に
謝

し

て
は
国
家

の
監
督

も
及

び
得

る
し
、
其

に
近
隣
者

7)

8)

9)

11り

11)

Roscher,a.a.0・11S.455、Walcker,Fw.S、85.Friedberg,a,a.0・S・75・

Bo[d[,a.a.0.S,88.Mayer,DiedirektenGemeindesteuern.S.i9.Borghら

S.9〕.'Fw,

Ncumann,ZurGemcindestcuerrcformlhDeut5chland.S.8.

Eheberg,a.a.0.S.5ゴ6.

Sch且f刊e,a.a.0.A.T.S.245.

Bilinski,DieGemeindebesteuerungundderenReForm,S.z30.



」

、

,

弥

に

て

は

慕

情

を

相

互

に
熟

知

す

る

ε

い

ふ

こ

ε

も

あ

っ

て

此

敏

黙

を

補

ひ

得

る

し

(註

「
;

、

或

は

地

方

自

ら

主

ε

な

っ

て

所

得

調

査

を

行

は

幽

し

て

国

家

の
行

ひ

た

る

調

査

を

利

用

す

る

こ

`

も

出

來

、

其

に

よ

り

て

此

に

い

ふ

所

の

弊

が

緩

め

ら

れ

や

う

し

、

旁

々
此

み

る

の

故

に

所

得

税

を

排

す

る
を

得

諏

。

叉

嵌

令

此

弊

が

多

少

あ

る

に

し

て

も

、

別

に

存

す

る

原

則

上

の

至

當

か

ら

見

て

此

税

を

敏

く

こ

ε

を

得

ぬ

。

置

(註

=

一

ポ
ー
リ

ユ
ー
ば
府
縣
及
市
町
村
に
所
得
穐
を
設
く

る
の
椹
能

葎
興

へ
、
叉
ば
此
に
附
加
税
々
課
す

ろ
灌
能
な
興
ふ
ろ
こ
"、
ば
吾
人

に
に

危
険
F
見
一9
る
。
所
得
税
ぱ
国
家
の
み
が
留
保
す
。へ
き
も
の
な

ろ
ほ
ざ
微
妙
な
ろ
取
扱
為
駕
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
て
、
戎
地
方
團
隈
特
に
市
町
村

が
之
に
つ
き
極
端
、
不
謹
慎
叉
は
不
公
平
な
る
慣
習
な
作

る
こ
ε
な
愚
ふ
べ
し

ミ
す
ε
い
ひ
、

ニ
ッ
チ
も
直
接
人
税
ば
常
に
買
現

の
困
難
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
所
得

の
吟
味
が
嫉
呪
な
生
じ
、
利
谷
為
棄
し
、
且
つ
儚
く

る
所

の
小
地
方
團
陛
の
爲
め
に
に

一
思
然
リ

ミ
す
ろ
。
是
れ
地
方
で
に

助

全
所
得
の
税
よ
り
も
、
所
得

の
外
形
的
表
示
の
続
が
選
ま

る
㌔
所
以
で
め
ろ
こ

い
ふ
。

(註

一
二
)

ロ
ツ
シ
ア
ー
ば
市
町
村
團
艦

員
の
近
隣

に
住
居
す

ろ
こ
芝
が
特

に
頗

る
小
な
る
市

町
村

に
て
ば
互
に
畏
く
郭
り
合
ふ
て

ふ
利
益
の
外
に

市

町
村
窟
局
の
階
噂
易
き
中
傷
憎
悪
等
の
弱
馳
な
も

つ
。
併
し
画
家
廉
督
が
此
ド
封
し
て
保
護
す

る
々
得
ろ
で
あ
ら
う
ミ

ぜ
ひ
、
匿
名
政
治
家
11

所
得
税
符
施
の
試
は
精

々
小
な

る
固
文
11
自
由
市

に
て
好
果

な
學
ぐ

る
で
あ
ら
う
。
何

ε
な
れ
ば
此
慮
に
て
は
凡
べ
て
の
人
々
が
互
に
良
く
知
り

恥

奮
來
の
家
族
の
維
済
駿
態
が
一
属
貫
く
洞
見
ぜ
ら
れ
ろ
か
ら
ε
い
ふ
。

ラB
或

は
所

得
税
は
地
方

に
行

ふ

ピ
し

て
は
、
今
日

の
複
雑

な

る
純
濟
界

に
て
は
適

醗
が
多

く
な

っ
て
到

底
之

を

(

押

へ
る
こ
ε
が
出
家
な

い
。

国
家

に
し
て
初
め

て
之

を
捕
捉
す

る
を
得

る
が
地

方

に
て
は
駄

目

で
あ

る
か
ら
之

を

・止
め
に
し
た

が
良

い
こ

い
ふ
の
で
あ
る
(註
}
三
)。
併

し
此

も
多
少

は
近
隣
者
間

の
事
情

の
貫

く
分
る

こ
ご
に
よ
り

て
補
ひ
得

る
し
》
特

に
叉
む

し
ろ
国
家

㊨
力
に
て
得

た

る
材
料

を
利
用
す

る
こ
ざ
も
出
家

る

か
ら

し

て
、
前

に

い

論

説

地
方
税
ご
し
て
の
所
得
税
の
重
要

第
+
二
巻

(第
二
號

四
圭

一
ラ
二
九

ユ2)Beaulieu,Trait6,56d.1.p.710.Nitti,Principe5.p.7【5.

13)Rosche!',a.a.O.11.S.457.Staatsm乱nna.D,Fw・S・197・
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.

論

説

地
方
税
ε
し
て
の
所
得
税
の
重
要
.

第
+
二
強

(第
二
號

四
八
)

二
四
〇

へ
る
ざ
同
様

、
此
あ

る

の
故

に
地

方

に
て
所
得

税
を

断
念
す

る
に
は
及
ば

諏
。

そ
し
て
国
家

こ
し

て
も
之

を
濁
占

す

べ
き

で

は

な

く

、

む

し

ろ

地

方
.を

七

て

其

所

得

税

に

参

加

せ

し

め

、

以

て

国

家

地

方

問

の

關

係

を

調

和

し

、

及

地

方

が
.其

必

要

ゼ
」
す

る

税

を

持

ち

得

る

の

途

を

開

か

な

く

て

は

な

ら

澱

(註

西

∀Q

〔註

=
閏=

セ
リ
グ

マ
ン
ー1
所
得
税
に
地
方
に
は
不
適
當
で
あ
ろ
D
そ
し
て
英
主
た
ろ
理
由
に
近
世
的
錆
難
の
申

に
於
て
所
得
か
地
方
的
な
ろ
こ
ε

な
得
撮
建
い
ふ
に
在

る
建
爲
し
、
ビ
リ
ン
ス
ヤ
ー
は
所
得
税
に
其
性
質
上
晟
下
級

に
て
は
全
く
實
行
す
う
な
得

均
。
最
高
級
に
て
ば
臨
ろ
困
難

に

且

つ
不
完
全

に
貴
行
さ
ろ
＼
こ
ピ
㌧
な
る
。
優
し
て
此
特
徴
が
画
家

よ
り
も
乏
し
き
手
段
々
有
す

る
市
町
村

に
最
明
か
に
感
ぜ
ら
れ
る
8

い
ひ
、

バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
求
人
な
其
住
居
す

る
地
方
の
矯
め
に
所
得
課
税
す
る
こ
と
に
.二
重
の
故
障
な
曳
く
る
。
此
が
疵
脱
さ
ろ
べ
し
ε
.い
ふ
こ
ざ
及
大

に
不
公
平
な
.り
こ

い
ふ
こ
ぐ層-で
あ
ろ
。
地
方
窟
榊
11
逋
脱
マ
ろ
所
得

々
登
見
す
ろ
爲
め
に
有
功
な

ろ
機
關
な
有
た
な

い
。
彼
等
は
外
国
投
資
に

つ

き
て
英
国

税
務
営
農
叫
』
不
罠
の
地
位

に
あ

る
。
一

近
代
所
得
の
多
様

な
ろ
こ
ご
及
其
源
為
追
跡
す

る
こ
と
の
園
難

の
薦
め
に
所
得
税
11
常
に

国
税
た

ろ
べ
き
で
わ

る
こ
い
ひ
、
オ
ッ
パ
ー

マ
ン
は

「
斜
の
簡
単
及
統

一
な
遽

し
や
う
亙
で
れ
ば
地
方
團
禮
ば
画
家
の
爲
め
に
所
得
税
ん
抛
棄
し

国
家
に
地
方
國
瞳

の
爲
め
に
地
租
存
抛
棄
す

ろ
こ
芝
、
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
1

或
租
税
物
艦

な
異
り
た

る
場
虚

に
て
速
挺
す
ろ
可
能
心
有

つ
ミ
き

に
、
如
何

な
ろ
揚
塵
に
て
之
海
馬
す
か
ぱ
同
で
は
な

い
。
所
得
税
11
揚

慮
前
幅
圃
が
大
な
れ
ば
人

な
る
ほ
こ

一
瞬
相
富
な

る
租
税
な

ろ
こ

・

ミ
疑
な
毒
の
故
に
唖、
此
観
察
鮎
よ
り
し

て
に
、
各
邦
の
所
得
課
税
々
も
排
除
し
た
る
帝
国
所
得
税
が
理
想
で
め

る
ミ
い
ひ
、
シ
エ
フ
レ
ー
も
直
接

助

」

般
税
は
統

一
的
中
央

淋
力

に
適
す
。
-

特

に

「
般

所
得
税
に
於

て
然
71
ε
い
ふ
。

(註

一
四
)

ブ
イ

ス
チ

ン
グ
は
、
国
家

ご
地
方

`
の
租
税
に
於
け

る
競
争
の
整
定
に
つ
告
て
に
、
.一
方

に
画
家

こ
地
方
ピ
に
其
租
税
需
要
か
充
た
す

ご
ミ
を
可
能

ヒ
し
、
他
方

に
圃
家
及
地
方
課
税
仁
依
る
過
重
叉
ば
不
公
平
な
ろ
頁
櫓
の
危
険
為
排
除
す
ろ
こ
ミ
に
關
す
ろ
。
そ
し
て
右

の
加
音
規

瑚

定
の
最
重
妥
な
る
試
み
瀞
普
國
が

一
八
九
三
年
の
租
税
改
革

に
て
行

っ
た

(即

ち
此
に
て
地
方

に
国
税
所
得
税
の
附
加

な
許
し
た
}
円
い
ふ
o

ン

ロ

C

俗

文

地

方

所

得

挽

の

困

ま

る

こ

ご

は

、

或

地

方

團

艦

が

之

を

課

す

る

ε

し

て

、
他

の

も

の

が

之

を

探

ら

阻

か

イ

14)Seligman,Essaysintaxation・8ed・P・478・Bilinski,a・a・0・S・234・Basta-

ble,1.c,P.395-6.Oppermann,Gemeindesteuerreform.S.1斗 一15.Sc砿 田e,

a..a.0.13.T.S.9c.

15)Fuisting,Gru皿dzdged.Steuerlehre.S.28-g.



.

叉
は
馨

取
を

す
れ
ば
、
資
本
家
特

に
大
所
得
を
も

つ
者
が
後
の
地
方
團
盟

へ
輔
佐
し
て
之
を
逃
ぐ

る
こ
モ

な

る
ε

い
ふ
(註
】
五
)地
方
間

の
關
係
よ

り
生
す

る
實

傑

士

の
故
障

の
あ

る
こ
ε
で
あ

る
。
此

は
確

か
に
起
り

得

る

こ
ご
で

、
地

方
ご
し

て
も
其

が
他

国
禮

よ
り
も
重
過

ぎ

る
こ
ε

、
な
ら

沿
や
う
淫
.意

し
な
く
て
は
な
ら

ね
し
、
国

家

ε
し

て
も
地
方
を

し
て
、
他

の
地
方

に
著
し

き
不

利
困

難
を
来

た
さ
し
む

る
ほ
こ
所
得

槍
を
過

輕
な
ら

し
め
な

い
癒
、
う

に
指

導
し
な

く
て
は
な
ら

漁
。

が
此
等

の
注

意

の
相
當

に
挑

は
れ
た
以
上
は

、
多

少
右

の
弊
が

あ

っ
て
も

辱

已
む
を
得

膿
。
其

あ
る

の
散

に
原

則
上

玉
當
な

る
所

得

税
を
止

め
る
ε

い
ふ

こ
ご
は
出
来

な

い
。

、

.

(聾

五
v

・
・
パ
↓

・
は
法
案
の
理
由
書
が
市
町
村
財
擁

に
反
封
し
た
蓮

虹

聖

大
な
駐

産
所
薯

が
他
の
市
町
村
に
薇

す
る
こ

'

ぐ、
に

£
叫

て
容

易

に
之
な

脱

ず

る
ぐ、
い
ふ
ご

ぐ、
ば

、
市

町
村

所

得

税

に
も
當

ろ

ご

い
ひ
、

ビ
リ

y

ス
キ
ー

も
考

慮

す

べ
き

ば

・
特

に
狭
義

の
資

本

ヘ

ラ

家
(既
に
画
家
所
得
得

て
頗

る
専

響

ら
れ
て
居

・
所
の
)
が
地
方
所
得
暁

に
よ
り
て
確
か
に
逃
ぐ
を

、ミ

な
る
こ
ぞ

あ

奮

い
㌔

ラΦ
右
第
二
及
第
三
に
い
ふ
原
因
か
ら
、
詳
し
く
い

へ
ば
虚
備
の
申
告
の
行
は
れ
易
き
こ
ご
、
、
韓
住
の
行
は
れ

得
る
こ
巴

＼
の
短
め
、
富
者
資
本
家
が
兎
角
地
方
所
得
税
を
逃
れ
も
こ
ε

、
な

っ
て
、
他
方
、
細
民
に
は
實
行
難

国

で
あ

る
か
ら

、
結
局
中
等
階

級

を
苦

し

め
ム
こ
ε

、
な
る

ご

い
ふ
故

障

が
あ

る
(註
一
六
)。

が
此
も
前

二
箇

所

に
い

へ
る
所

の
注
意
を
寫

し
及
施

設
を
す

る
な
れ
ば
、

さ
う
甚

し
き
弊
を
生

ず
る

こ
ご
も
な
く

て
濟

ま
う

ε
思

却
。

(註
一
六
)

ピ
リ
ン
ス
キ
ー
ば
曰
く
、
地
方
所
得
税
ば
凡
ベ
ベ
の
細
民
に
も
、
凡
べ
て
の
頗
ろ
多
く
の
源
よ
り
取
入
れ
ろ
所
の
最
高
級
の
者
井
に
特

ア

に
資
本
家
の
大
部
分
に
も
適
用
さ
れ
な
い
こ
こ
、
な
ろ
ぐ」明

ラ偉
第

二
の
結
果

ε
し
て
が

、
叉
は
之
を
別

こ
し
て
も

國

の
経
済
力

分
布
の
事
情

に
よ
り
て
は
、
地
方
所
得

税
を

論

説
.

地
方
税
こ
し
て
の
所
得
税
の
重
要
.

第
+
二
巻

(第
二
號

四
九
)

二
翌

16)Opp6rmann,a.a.o.s.15,Bilinski ,a.a.0.S.234.
17)Bilinski,a.a.O.S.234,
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論

説

地
方

税
こ
し
て
の
所
得
稔
の
重
要

第
十
二
巻
.

(第

二
號
.

五
〇
)

二
四
二

行

ふ
て
も
、
結
局
多
あ

地
方
に
て
は
不
動
産
視
に
な

っ
て
、し
ま
う
。
随

っ
て
初
め
よ
り
地
方
所
得
税
を
探
ら
す

し
て
地
方
の
爲
め
に
不
動
産
税
を
探

つ
花
方
が
ま
し
で
あ
る
ざ
い
ふ
見
方
が
あ
る
甕

一
七
)。
併
し
第
二
の
結
果
た

る
だ
け
で
は
前

に
い
ふ
相
當
の
注
意
を
靭
ふ
冠
し
て
、
國
の
事
情

に
よ
る
所
得
の
分
布
に
至
て
は
已
む
を
得

ぬ
。

さ
り
こ
て
或
地
方
に
て
全
然
、
所
得
税
が
不
動
産
税
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
ざ
は
ま
づ
め
る
ま

い
。
街
ほ
若
干
不
動

・

産
以
外

の
所
得
源
が
あ
ら
ジ
し
、
不
動
産
税
よ
り
も
凋
立
し
π
る
所
得
税
存
立
の
鯨
地
は
め
ら
う
ε
思

ふ
垂

乙

。

(註

一
七
)

プ
ヲ

ン
ア
ン
に
曰
く
、
画
家
所
得
税
の
附
加
脆
に
英
国
で
に
薦

め
ら
れ

な
い
。
其

に
英
国

の
所
得
税
が
地
方
的

に
分
散
し
な

い
か
ら
で

　

ラ

あ

る
・
此
税
は
殆
ん
ぜ益

く

・
ン
ド
ン
及
重
な
ろ
市

に
て
賦
課
さ
れ
徴
警

を

。
・
國
債
及
外
國
井
殖
民
地
債

の
利
濡

欄
し
ω
内
外
國
の
鐵

く

さ

　

ユ

遣
運
河
銀
行
保
隙
禽
肚
皮
諸
他
の
廣
く
支
店
な
有
す
ろ
事
業
の
利
益
及
利
子
に
つ
昔
話
衣
武
官
の
俸
船
恩
給
ド
つ
き
て
寸、。

'

ρ
証

一
八

)

理
論
上
は
さ
う
で
あ

ろ
が
、
喪
際
上
に
田
舎
に
て
ば
得
断
種
の
慣
価
ば
小
く
な
う
な
免
れ
な
い
。

コ
ー

ン
が
郡
市
に
て
ば
所
得
税
が
圭

叢

り
、
・
含

置

放
舞

が
書

蹴
る
・、
・
奪

轟

・
眞
聾

…
・
も
の
で
あ
り

、
ノ

ス̀
チ
ン
。
が
。

"
℃
。
.
て
最

得
馨

有
た
謎

市

町
村
に
主

ご
し
て
全
く
小
な

ろ
市
町
村
で
あ
り

、反
封

に
人
口
多

く
醤
業
盛
数
ろ
市

町
村
に
て
凶
特
に
所
得
税
が
主
要
也
ピ
い
ふ
も
同
で
あ
る
。

D
或
鍮

方
所
得
税
が
富
者
を
厘
近
し
・
財
産
に
於
け
る
著
し
き
攣
化
を
生
す
る
蕊

ふ
の
反
劃
(壁

九
v蓄

で

.

る
が
、
此
は
公
卒
負
捲
の
爲
め
に
は
若
干
已
む
を
得
ざ
る
こ
ご
で
め
つ
て
、
所
得
税
累
進
索
の
過
度
で
な

い
以
上

は
大
し
て
　

艮
の
憂
化
を
生
ぜ
す
、
む
し
ろ
至
當
の
庭
慣
で
あ
る
。
此
種

の
非
難

は
今
日
の
時
世

に
は
通
用
し
な

い

。(詐
=

九
V

ビ
リ
ン
ス
キ
F
に
之
に
つ
著

て
曰
く
、
ウ
イ
ー

7
の
懊
國
自
由
貿
易
圭
義
倉
議

に
於
け

ろ
報
告
者
の
報
告
た
ろ
、
地
方
所
得
醗
は
餓
叫

著
し
き
財
産
推
移
葎
生
ず
べ
き
が
故
に
、

此

か
唯
だ
用

心
深
く
眼
中

・ト
置
か
ろ
べ
し

ピ
い
ふ
、、
ξ
に
、

正
當
で
あ
み
。

賢
際
此
推
移
が
或
に
富

.

鴨

18)Blunden,localtaxationandfinance・P・72・

19)Cohn,a.a.O.S.654.Nostitz,Gemeindebes[euerungim

se--.(Gcmeilldefin己nzell.1.)S・249・
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r

嬲

者
の
利
益

に
、
或
に
其
不
利

に
生
ず
べ
く
、
此

に
つ
き
豫
め
何
も

の
々
も
決
定
的
ド

い
ふ
能
ば
ざ
る
の
故
に

一
層
正
嘗
で
あ
る
ざ
。

第
二
段

所
得
税
の
他
視
に
封
ず
る
関
係
的
地
位

【

↓
劃
物
税
關
係
-

助
所
得
税
は
上

に
い
ふ
如
く
に
地
方
税
ε
し
て
峡
く

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
別

く

　

く

に
三
直
接
物
税
も
が
地
方
に
て
敏
迄

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
(註
二
・
)。
然
る
喜

拡
所
得
税
亮

三
物
撃

の

割
合
を
如
何
に
定
む

べ
き
か
の
賓
際
問
題
が
生
す
る
。
併
し
此
割
合
を
精
密
に
其

々
の
場
合
に
つ
き
て
定
め
る
こ

愚

出
家
な
い
(註
三

・・
唯
だ
大
讐

見
當
を
附
け
る
・
ご
だ
け
は
祟

る
し
、
又
之
を
駕
し
量

・
.慕

便
で

あ
る
。

尤
も
之

に

つ
き
軍

に
所

得

税
三

二
物
税
ε

の
対

立
ざ
し
て
は

い
ひ
難

い
。
廣

く

一
般
的
負
憺

ξ
し
て
給
付

能
力

の
み

に
依

る
所

の
枕

ご
、
特
殊
的
負
婚

ε
し

て
利

益
原

則
加
味

の
行

は

る

、
枇

ε
の
対
立

に

つ
い
ヤ

い
ひ
得

る
。
此

に
於

て

「
般
的

負
櫓

こ
し
て
は
所

得

税
の
み
な
ら
季

、
廣
く

人
税

、
随

っ
て
所

得
税

の
外

に
財
産

視
あ
れ

ば
之
を
も
含

め
、
其
外

、
消
費
税
あ

れ
ば
其

の
大
部

分

を
も
(註
二
二
)、
更

ら
に
不
動
産

交
通
税

の

　
部
(註
二
三
)を

も
含

め
な
こ
ε
を
要
す

る
。
之

に
謝

し
て
特
殊
的
負
擢

ε

し
て
は
三
直
接
物

税

の
外
、
不
動
産
交
通

税

の

　
部

ε

使
用

税

の

一
部
を

も
含

め
な
け

れ
ば
な
ら

漁
。
狭
義

の
消
費

税
は
不
完
全
准

が
ら

給
付
能

力
原
則

に
よ

る
も

の
ε

見
な
け
れ

ば
な

ら

澱
が
、
此

は
地
方

に
よ
り

て
は

全
く

之
を
鉄

く
所

で
あ
り

、
特

に
日
本
.の
地
方

に
て
は
重
要

の

非
常

に
小

な
る
所

で
あ

る
か
ら
暫
ら

く
別

ご
し
ゃ

う
。

そ
し
て
廣
義
清
費
視

の

一
部
た

る
使
用
、挽
に
は
給
付

能
力

論

説

地
方
税
¢
し
て
の
所
得
税
の
重
要

第
十
二
巻

(第
二
號

五

こ

.
二
四
三

20)Bilinski,a.a.0.S.231.



輪

読

地
方
税
ε
し
て
の
所
得
税
の
重
要

第
+
二
巻

(第
二
號

五
二
)

一
西
四

に
よ
る
も
の
ε
利
益
原
則
に
依
る
も
の
ε
が
あ
b
.
不
動
産
交
通
税
に
あ
り
て
は
能
力
原
則
上
の
意
味

ε
利
益
原

則
上
の
意
味
ご
が
あ
り
、
且
つ
は
此
等
の
も
の
は
凡

ぺ
て
補
助
的
の
税
で
め
る
か
ら
暫
ら
一
別
ε
し
、
專
ら
三
直

接
物
税

ε
人
視
ご
の
問

の
關
係
を
見
る
こ
す
れ
ば
、
そ
し
て
低
空
で
は
め
る
が
夫

の

[
般
的
利
益
を
生
す

べ
き
事

務
の
費
用
ご
、
特
殊
的
利
益
を
も
生
す

べ
き
事
務
の
費
用
ε
が
昇
ぼ
匹
敵
す

る
ざ
す
れ
ば
、
夫
の
三
物
税
が
純
然

た
る
利
益
原
則
に
よ
る
も
の
で
な
く
て
、
軍
に
利
益
原
則
加
味
に
止
ま
り
均
し
く
能
力
原
則
に
よ
る
も
の
で
か

る

こ
ざ
を
考

へ
、
及
特
殊
利
益
を
生
す

る
の
は
特
段
な
る
費
用
を
費
や
し
た
る
事
務
の
み
に
は
あ
ら
す

し
て
、

一
般

に
其
地
方
の
獲
蓮
ε
い
ふ
こ
ε
で
も
あ
る
こ
ε
を
考

へ
て
、
三
物
税
は
大
艘
、
人
税
よ
り
も
稍

々
人
な
る
を
至
當

ざ
す
る
が
如

く
で
あ
る
(註
二
四
)。
實
際

に
細
く
詮
議
し
て
も
多
く
の
場
合
比
の
如
き
割
合
叉
は
關
係
に
依
る
の
が

適
切
で
あ
ら
う
。
尤
も
人
税
を
無
観
し
て
物
税
に
偏
重
す
る
こ
ピ
の
避
く

べ
き
こ
ε
は
前

に
説

い
た
如
く
で
あ
る

ラ

(註
二
五
)。
佃
そ
の
反
封
に
地
方
に
於
て
人
税
を
過
重
覗
す

る
に
至
b
て
は

更
ら

に
前
者

よ
り
も

　
層
不
當
で
あ

う

る
。
若
も
其
を
行
ふ
な
ら
ば
結
果
円
し
て
は
い
恐
ら
く
國
家
の
主
要
牧
人
た
る
所
得
税

に
つ
き
て
の
人
民
の
負
捨

　

ラ

を
重
く
威
ぜ
し
ぬ
て
、
睨
視
を
進

め
、
随
て
不
公
平
を
増
し
、
其
吸
入
を
減
す
る
こ
ε
、
も
な
り
(註
二
六
)
、
ろ
地

(

方
ε
し
て
は
土
地
家
屋
管
楽
に
關
係
な
き
所
得
者
を
渦
雷
に
負
措
せ
し
め
(註
二
七
)、
其
結
果
は
更

に
此
等
の
精
棘

的
物
質
的
に
大
事
な
元
素
を
駆
逐
し
て
、
其
財
政
牧
人
上

の
不
利
を
生
じ
及
其
文
化

の
進
捗
の
上

に
も
経
済
の
繁

榮
の
上
に
も
不
利
を
來
π
す

こ
ε
、
な

る
(註
二
人
)。
即
ち
地
方
に
於
て
入
視
を
物
税
よ
ゲ
も
輕

か
ら
し
む

べ
き
確



.

固
た

る
理
由

は
藪

に
あ

る
。
原

則
上
の
考
察

か
ら
し

て
は
精
密

に

い
ひ
難

い
こ
ご
前

に

い
ふ
如
く

で
あ

右
が

、
.此

利
弊

の
上

か
ら

し
て

は
明

か
に
帽

し
得

る
。
叉

は
原

則
上

い
っ
た

こ
ε
を
弦

に
裏

書
す

る
こ
ご
が
田

來

る
。

〔註
二
〇
)

ロ
ツ
シ
ア
ー
に
全
艦
上
、
市
町
村
で
11
国
家
に
於
σ
ろ
よ
り
も

一思
多
く
、
箇
人
の
給
付
能
力
に
依
る
所
の
主
観
的
人
税
ζ
、
其
市
町

村
に
あ

ろ
財
産
及
螢
業

に
封
ず
ろ
客
親

的
物
税
・あ

結
合
た
必
響

与

ご
爲
し
、

・
グ
T

も
地
方
税
ば
里

税
に
よ
り
叉
は
全
く
簡
輩
芸

租

税
罷
系

に
よ
り
て
ば
、
公
事
に
も
縄
濟
的
正
賞
ド
も
實
現

冠
し

め
な

い
。
む
し
ろ
種

・
な

ろ
租
税
の
結
合
が
此
に
適
得

す
む
。
特
に
物
艘

、
牧
釜

D

串

源
に
結
付
く
所
の
牧
盗

視
ご
、
圭
憬
、
及
其
所
得

に
結
付
く
所
の
人
及
所
得
税

ミ
の
鞍

骨
が
～激
當

す
ろ
ミ

い
ふ
㎎

(註
二

[
)

ア
ッ
ヵ
ー

マ
ン
ボ
地
方
團
艦

の
如
き
小

な
ろ
地
固

F
て
に
、
市
町
村
等

の
支
出
の
澤
山
の
も
の
が
・
埠
ら
叉

ば
大
部
分
、
人
民
の
或
階

謝

級
の
利
益

こ
な
り
、
叉
に
專
ら
叉
ば
圭
こ
し
て
此
人

々
の
爲

め
に
生
じ
た
ろ
こ
ε
患

い
ひ
得
る
も
の

ご
し
て
分
別
ぜ
し

め
ろ
ざ
い
ふ
も
、
到
底
其

「

の
精
笥
に
ば
分
別
ぜ
し

め
な

い
こ
ε
ば
前
記
・
地
方
型
の
分
析
説
明

に
よ
り
て
明

か
な

る
通
り
で
あ

ろ
。

〔註
=
二
)

庸
義

の
消
費
税
中

の
狭
義
消
費
税
に
不
完
全
な
が
ら
給
付
能
力
原
則

に
エ
う
も
の
で
、
少
く
ご
も
利
益
原
則

に
よ
う
も

の
で
に
な

い
。

清
艷
税
の

一
た

ろ
使
用
税
中

の
奢
侈
税

ば
大
盤

、
給
付
能
力
原
則
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
事
實
上
口
木
の
地
方
に
於
け

ろ
使
用
税
ε
し
て
重
匙
だ

腐
す
所
の
車
税
の
如
き

に
て
は
、
疏
が
童
路
橋
梁
海
使
用
す
み
こ
こ
に
射
し
て
の
利
益
原

則
適
用
が
著
し
く
現
に
れ
ゐ
。

(註

=
三
)

不
動
産
交
通
税
は
利
金
原
則

ε
能
力
原
則
書
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
。
此

が
不
動
産
の
異
く

る
利
益
心
、
或
機
會

に
補
償

ぜ
し
め

や
　
こ

い
ふ
所
に
利
益
原
則
の
通
馬
が
あ
り
、
所
得
税
が
兎
角
規
則
正
し
音
取
入
な
捕

へ
、
不
規
則
に
生
ず
ろ
外
形
酌
取
入
や
、
不
動
産

の
償
値
滑
加
な

抽

ふ
る
能
に
ざ
ろ
の
鋏
隅
な
補

ふ
に
於
て
給
付
能
力
原
則
の
適
用
が
あ

る
。
が
此
税
に
在

っ
て
ば
三
直
接

物
暁
01
・如
く
常

に
利
谷
塚
財
々
加
味
し

能
力

原
則
に
二
う
も
の
ε
ば

い
へ
た
い
。
場
合
ド
よ
り
て
ば
刷

一
の
此
醗
が
純
能
力
原
則

に
よ
り
て
、利
益
原
則
に
關
係
し
な

い
か
も
知
れ
な
い
。

そ
し
て
場
合
に
よ
り
て
に
叉
利
狢
原
則
加

味
で
も
あ

る
。
例

之
、
不
動
産
移
縣
税
が
貸
手

の
頁
抱
ε
な
る
場
合

に
に
、
む
し
ろ
利
益

原
則
加
味

ご

な
る
が
、
買
手
の
頁
捲

ミ
な

る
場
合
に
ば
純
能
力
原
則
適
用

ピ
な
ろ
。
此
關
係
に
實
除
の
結
果
祉
見
な
く
て
に
不
明
で
あ

る
。

フ
リ
ー
ド

ベ
ル
グ

の
如
き
は
純
能
力
原
則
に
よ
る
も
の
ミ
し
て
説

い
て
居

う
が
、
其

も
過
ぎ
て
居
ろ
。
彼
は
曰
く
・
所
得
税
は
給
付
能
力
原
則
な
十
分
に
に
充
た
さ

、

論

覗

地
方
税
こ
し
て
の
所
得
税
の
重
要

第
十
二
巻

(第
二
號

五
三
)

二
四
五

21)R・sche・,a・a・0・II.S・44・.2.Wagne・,Fw.2'Au日.II.S.4・4.

22)Ackerma皿,Th覗ringel.Gemeindesteuern.S.39-40 .
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論

説

地
方
税
ご
し
て
の
所
得
税
の
重
要

筆

二
巻

(第

二
號

五
四
)

二
四
六

な

い
。
曲
不
完
全
11
二
の
方
向

F
な

る
。

一
に
所
得
税
が
所
得
以
外

、
凡
べ
て
の
他

の
給
付
能
力

の
特
徴
な
引
放
し
、
有
墓
所
得
無
基
所
得

の
匠
.

別
・
家
厳
数
等
の
考
慮
塞

く
爲
妻

ろ
・
ぎ

ハ此
馳
尽

日
の
所
得
税

ド
て
蛙

股
に
之
な
寫
す
。
塞

無
基
所
得

の
差
別
ば

、
財
産
盤

釜

漉
の
補
完
F
よ
71

て
も
之
為
駕
す
〕
で
あ

る
。
第

二
ば
所
得
ば
給
付
能
力
随
て
租
税
の
輩

一
の
源
で
は
な

い
。
此

が
唯
だ
我
人
に

一
定
期
間

内
に

規
則
正
し
く
断
て
反
覆

の
性

質
な
以
て
流
入
す

ろ
其
人
の
攻
入
の
部
分
で
あ
ろ
。
此
規
則
正
し
き
牧
人
叉
ば
所
得
の
外

に
、
街

ほ
不
規
則
な
る

一

時
的
の
.兀
素

に
し

て
或
縄
濟

期
間
内
に
使
用
す
べ
き
財
源

奄
増
加
ず

る
も

の
が
あ

る
。
此

ば
第

一
に
ば
不
規

則
に
生
す

ろ
或
経
済

へ
の
外
形
的
収

入
で
あ
ろ
・
例
斎

寒

相
籔
二

股
需

行
爲
・
不
動
産
蜀

等
の
利
得
、
第
二
鋳

の
無

姦

値
墨

化

し
爵

叢

識
各

利
橿

禦

蒔

増
㌍

・
あ

聖

業

で
あ
・
。
地
放
丘

定
欝

欝

・
八
・
韓

能
力
々
完
舎

麓

す
ろ
響

旨

、
瀕

所
鏡

。
餐

ら

、
他
の
澤
山
の
穂
が
な
く
て
に
な
ら

ぬ
。
例
之
相
続

税
、
不
動
産
移
韓
及
最
無
税

、
約
言
す
れ
ば
交

通
税
が
な
.、
て
麗
な
ら
ね
ピ
。

(註

=
四
)

ジ

ツ
置

殆
ん
荒

べ
て
の
地
蕎

縫

歪

・
物
稚
的
元
素
が
人
税
的
元
素
々
超

?

、
そ

居
り
、

.
y
・フ
ー
,
羅

掛

長

好

く

た
る
租
聡

悟

な
い
・
此
は
現
在
の
實
際
條
件
に
滴
啓

し
び
べ
き
あ

で
逡

が
憂

鬱

事
情
で
ば
一

市
町
村
が
笙

位
に
馨

税
に

一

膏

艶

充
た
さ
謬

れ
ば
な
ら
湘
こ
置

譜

・
・
ミ

・
き

・
㍉

笥
併
し
ノ
イ

て
ン
が
国
家
ミ
反
封
に
市
町
村
は
彼
の
負
携
の
大
部
分
怨
犠
牲
ε
し
て
父
に
な
く
利
釜

F
よ
う
報
償
叉
ば
反
封
給
付
ぐ」
し
て
課
す
べ

き
義
務

な
有
す
ミ

い
ひ
・

バ
ス
テ
ー
ブ
ル
が
小

な
る
地
匿
の
場
合
に
一i
、
員
携

が

一
般
的
の
も
の
で
な
く
、
多
く
の
重
要
な
ろ
地
方
事
務
ぱ
特
別

●
的
・
あ

で
、
書

・
れ
砦

利
讐

写

る
轟

・
規
則
・
從

・
叢

誓

ろ
＼
奮

.、

.
ひ
、
。
リ
.
ス
キ
ふ

、
護

市
町
村
曝

。
る

不
動
産
所
有

の
重
要
が
大

己
な
れ
ば
な
み
ほ
ざ
、
肋
税
が
人
税
に
比

し

一
尉
人
な
る
攻
入
な
畢
ぐ
べ
し

ぜ、
い
ふ
の
ば
何
れ
』
精
層
で
な

い
。

(註

二
五

)

前
掲
註

八
参
照

(註

二
六
)

・
・
チ
・
ツ
ば
之

に
つ
い
て
壁

思
し
て
曰
く

、
所
縁

轟

が
高
く
な
れ
ば
高
く
な

・
ぽ
三

層
低
く
所
難

皇

.
し
罫

定
鴨

、
、

コ

建
＼
な

胤
の
危
険

が
大

ε
な
る
。
戴
に
市

町
村
の
此
牧
人
瀬
々
あ
ま
り
多
く
取
ら
な

い
こ
ミ
に

つ
い
て
の
国
家
の
主
た
る
利
益

が
あ
ろ
ピ
。

垂

二
七

)

。
ζ

ア
ー
ば
斉

つ
き
多
く

の
都
市
嚢

費
畢

所
得
税
案

--
禿

辱

ろ
、
…

に
、
富
め
る
非
土
地
所
薯

の
懐
毒

地
主
F

助

成

贈

物
々

爲

丁

こ
ピ

、
な

ろ

ピ
い
ふ

。

23)
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25)
26)
27)
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(註
二
八
)

リ
ユ
ッ
カ
ー
に
此
に

つ
き
巧

み
に
注
意
す
。
曰

く
、
工
業
地
の
所
得
税
附
加
稔
が
愈

々
重
く
な
れ
ば
、
綿
種
者
の
逃
げ
出
が
愈

々
多
く

な
り
、
工
業
地

の
相
貌
力
が
愈

々
不
利

ε
な

ろ
。
密
着
の
独
住

な
出
す
ろ
こ
ご
ば
、
財
政
上
の
猟
矢
の
み
で
な
く
、
購
買
力
あ
る
人
の
減
退

ε
な

ろ
。
爲
め
に
奢
侈
品
工
業
が
困

ろ
こ
ミ
」
な
り
・
其
他
の
螢
業

し
が
馨

か
浸
る
こ
ご
、
な

る
。
私
設
の
慈
善
事
業
が
最
大

の
補
助
者
か
失
ふ
こ

ε

、
な
り

.
市
ば
多
く
の
公
益
的
財
團
々
失
ふ
ご
ε
＼
な
ろ
。
此
等
の
物
.質
的
の
損
害
の
上

に
、
精
神

上
の
措
害
も
生
ず

ろ
。
市
ば
名
轡
職
奄
捲
.

勘

ふ
に
特
に
適
賞
し
た
る
諸
多
の
人
な
失

ふ
こ
ご
㌧
も
な
る
ピ
。
一

省
ぽ

ロ
ツ
ツ
も
高
音
所
得
税
附
加
税

に
よ
り
て
、
資
本
家
階
級
な

ろ
租
税
力

あ

る
元
素

の
希
望
す

べ
き
流
入
が
妨
げ
ら
れ
、
利
殖
者
階
級
の
牲
住
が
齎
ら
さ
ろ
、
。
そ
し

て
役
人
階
級
ば
左
な
く
こ
も
往

聖
に
し
て
不
+
分
な

み
所
得
が
高
善
、所
得
税
附
加
税
為
有
す
ろ
佳

新
地

へ
の
韓
官
に
よ
り
て
減
少
で
う
ご
き
に
大

に
苦
し
む
こ
ピ
曳
な
ろ
ε
い
ふ
て
居

る

(
ロ
ツ
ッ
の

鋤

説
の
役
牛
に
註

二
七
に
關
す
)。

ラ

ラ

ニ
鋤
財
産
税
關
係
～

A
人
税
中

に
て
は
所
得
税
の
み
国
税
に
存
す
れ
ば
問
題
は
な

い
が
、
国
税
に
所
得
税
財
産

(

(

視
共

に
存

し
、
其

財
産
税
も
股
益

税

の
鍵

艦

で
な
く

て
人
税
的

ご
な

っ
て
居

る
も

の
で
あ
る
場
合

に
h

地
方

に
於

て
大
槽

之
等

に
附
加
税
を
課
す

る

ε
し

て
、
所
得
税

の
み
に
之

を
課
す

る
か
財

産
椀

に
も
課
す

る

か
ゴ
問
題

ε
な

る
。

そ
し
て
私
は
既

に
國
椀

に
於

て
此

二
税
並

行
を

以
て
給
付
能
力
原

則

に
適

へ
り

ε
し
て
選

ん
だ
以
上

は
、
地

ラ

ラ

方

に
て
も
此

二
者

に
畢
等

に
附

加
す

る

の
が

い
公
季

に
適

ひ
、

ろ
負
推

を
分
散

し

て
之
を
容
易

な
ら
し
む

る
所

以

(

(

う

で
あ
り

、
は
技

術
上

よ
り

い

へ
ば

、
國
家

ε
し

て
は
地

方
に
も
財
産
税

に
利
害

を
有

せ
し
め
て
其

賦
課

に
助
力

せ

(

し

め
之
を
完

全

に
す

る
所

以

で
あ
り
(註
二
九
)地

方
ざ

し
て
は
手
縞
簡
単

に
牧
人
を
擧

げ

し
む

る
を
得

る
こ
ぜ

、
も

な

る
(謎
三
〇
)。
散

に
地
方

に
も
夫

の
二
視
が
あ

っ
て

、然

る

べ
き
所

で
あ
り
(註
三
こ
、
既

に
之

が
あ
れ
ば
共

は
國

祝

う

に
於
け

る
關

係

に
準
じ

て
定
む

べ
き
智

の
で
あ

る
。

B
或
は
財
産
税
を
地

方

に
て
探

る

べ
か
ら
す

ε
い
ふ
見
解
も

く

ロ

論

説

地
方
税
ピ
し
て
の
擁
得
税
の
重
要

第
+
二
雀

第

二
號

五
五
)

二
四
七

28)Locker,DieEntwicklunganddieProblemedesGemeindcabgabenwesens ,
,

(Gemeindefinanzen.II.III.)S.37.
29)Lotz,Fw.S.500.
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論

説

地
方
種
ε
し
て
の
所
得
硯
の
重
安

第
十
二
巻

(第
二
號

五
六
)

二
四
八

ラ

あ
る
(註
三
二
)。

い
其
は
圭
ε
し
て
財
産
税
に
伴
.ふ
諸
映
黙
就
中
脱
税
の
弊
、
特
に
此
が
不
動
産
椀
、蓬
な
る
の
傾
が

(

め
る
(註
三
三
)
。
斯

か
る
弊
害
大
な
る
も
の
に
地
.方
税
を
も
附
加
せ
し
め
て
、
其
弊
を
増
長

せ
し
め
セ
く
な
い
ざ
い

ふ
に
在
る
。
け
れ
ご
も
此
は
相
當
に
取
締
を
厳
重
に
す

れ
ば
飴
程
紡
ぐ
こ
ε
が
出
凍

る
し
、
之
を
地
方
に
て
も
探

ら
ざ
る
の
結
果
は
、
前
記
の
利
益
の
得
ら
れ
諏
亡
い
ふ
こ
ε
を
も
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
激
し
、
労

々
む
し
ろ
地
方

う

に
て
も
之
を
探

る
を
す

＼
む
る
。
或
は
ろ
地
方
に
は
牧
益
税
ご
し
て
土
地
家
屋
笹
葉
桃
が
與

へ
ら

る
、
か
ら
、
之

(

に
て
資
産
所
得
重
課
が
行
は
れ
、
其
上
財
産
枕
に
て
之
を
重
織
る
に
及
ば
澱
ご
も
見
ら
る
、
が
、
財
産
穐
は
所
得
.

税
こ
の
謝
立
に
.於
て
.資
産
重
課
の
意
味
を
も

つ
が
、
土
地
家
屋
瞥
業
枇
は
其

よ
り
は
む
し
ろ
利
益
原
則
の
加
味
に

於
て
の
意
味
を
も
つ
。
此
三
撹
を
し
て
資
産
重
課
の
意
味
を
有
た
し
め
や
う
ご
す
れ
ば
、
地
方
ご
し
て
最
も
貴
行

難
な
る
資
本
利
子
税
を
も
備

へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
共
は
到
底
出
来
な

い
巴
す

る
ε
、
夫
の
三
税
は
利
益
原
則
加

味

の
方
の
意
味
あ
る
も
の
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ρ
然
る
ε
き
は
所
得
税
蓬
三
牧
盆
枕
ε
の
あ
る
其
上

に
、
財
産

視
の
存
す
る
こ
ε
は
原
則
上
少
し
も
差
支
な
い
こ
ご
に
な
る
。
む
し
ろ
之
め
る
に
よ
り
て
初
め
て
税
制
を
完
成
す

う

る
こ
ご
、
な
る
。
は
或
は
財
産
視
が
地
方
に
行
は
る
＼
亡
し
て
大
財
産
家
を
其
地
方
よ
り
駆
逐
す
ε
い
ふ
弊
が
多

(

少
は
あ
る
(註
三
四
)。
併
し
此
は
財
産
視
だ
け
で
な
く
所
得
税
に
て
も
共
通
に
存
す

る
こ
ε
で
あ
り
、
適
度
に
挽
の

高
さ
を
定
め
る
こ
ε
に
よ
り
て
略
ぼ
北
鮮
を
泌
く
る
を
得
る
。
む
し
ろ
北
極
の
弊
を
所
得
税
に
少
く
す

る
矯
め
.に

は
、
財
鷹
視
に
負
捲
を
分

つ
を
利
ざ
す

ご
も
見
ら
れ
る
。



●

(註
二
匹

シ
エ
・
。
1
旨

く
、
直
趨

馨

實
行
が
嚢

麗

の
羅

に
市
町
村
の
翼

董

挙

る
・
其
は
画
家
の
も
三

股
所
得
税
に
封

薯

附
加
税
に
依
り
て
か
、
地
方
麦

税
已

三

股
財
産
税
の
成
形
に
よ
り
て
か
窪

市
町
村

へ
粟

の
牧
釜
税
の
委
付
に
毒

て
か
附
饗

し
む
ろ
こ
是

要
求
す
・
。
華

商
ば
市
町
村
の
麗

勢

詮

接
利
藷

肇

も
つ
・ミ

に
　

て
の
み
・
.地
方
的
の
相
撃

獲

物
件
が
直

じ

援
国
税
に
も
有
効

に
賦
課
さ
る

尋

得
る
か
ら
㍉

(
註
ミ
O
)

ロ
ッ
ッ
柾
地
方
が
国

家
の
財
産
醗
に
附
加
酷
な
課
す
ろ
こ
ご
ド
ポ
り

て
賦
課
が
簡
単
ミ
ぜ
ら
れ
た
こ
い
ふ
囎

(註
三
一
)

シ
ラ

・
-
五

股
楚

控

、
其
古
養

叢

耗

謎

霞

暑

ん
手

・
國
で
に
・
嚢

地
方
糞

饗

し
て
・
國
誘

産

所
縫

の
制
限
ぜ
・b
れ
た
・
附
加
讐

傍
に
立
つ
遥

{

爲
し
、
グ
・
莞

も
棄

所
得
業

所
得
の
匝
慰

著

て
地
誓

撃

所
得
磐

財
産
脱
墨

客

ず
る
三

あ

薦

に
署

し
㌦

の

(註
三
=
)

ノ
イ

マ
ン
は
明
か
に
市
町
村

に
に
財
産

税
が
殆
ん
ご
薦
む
べ
き
も
の
に
非
す
乏
い
ふ
。3

(註
三
ヨ
)

・
4

ン
ば
何
啓

纂

所
得
の
一
層
高
叢

捲
の
要
求
に
關
し
市
町
村
で
に
国
家
　

真

り
た
最

難

學

べ
事

に
つ
き
財

産
馨

因
襲

離

鬱

ぐ
。
曰
く
、
予
髭

に
於
て
財
産
隼

曾

年
無

撃

・
こ
・
の
大
困
難

特
髭

蕊

係
し
凡
べ
て
の
顯
葦

ろ

財
産
の
過
畏

櫓
の
綴

蓋

・髭

繋

同
一
高
さ
の
財
産
の
異
り
た
臭

さ
の
収
益
に
・
其
が
相
嵩

に
小
輩

ば

肩

重
く
員
警

し
む
ろ

の

の
事
實
{此
ば
必
ず
し
も
財
産
視
の
弊

こ
い
ふ
べ
か
ら
ヂ
ャ
む
し
ろ
此
威

に
財
産
種
の
長
所
が
め
転
。)

祉
聯
想
す

る
。
終
り
に
財
産
の
地
方
間

ゆ

傘

馨

賦

謄

困
難

尚

恕
す
愛

轟

も
或
度
患

解
決

の
遽
あ
り
、
後
各

示
す
べ
し
)
・
グ
ラ

ハ
ム
も
英
図
地
方
税
で
は
或
理
由
又

-・

他

の
理
由

奇

、帥
ち
恐
ら
く
ば
入

の
窪

の
禦

難

ず
る
㍉
ミ
の
羅

、
及
恐
ら
く
は

一
部
ば
動
産

寮

多
く
の
貴
著

る
種
類

の
も
の
ば
外

見
的
の
も
の
で
な
く
叉
地
方
匿
城
内
に
な

い
こ
ミ

に
因
り
、
動
産
た
地
方
課
税
す
ろ
の
企
て

が
止
ん
だ
。
即
ち
動
産

の
免
ぜ
ら
れ

ろ
眞

の
理
由
は

之
無

ず
・
、・・、
に
燥
げ
歯

難
で
、此
税
に
つ
い
て
の
英
国
立
法
書

初
の
根
本
の
誉

・
能
力
に
從
そ

人
轟

税
す
る
に
あ
っ
ξ

い
ひ
・

更
ら
旨

ザ
ン
デ
・
琴

講

の
勢

的

雇

饗

禦

動
界

「
小
難

し
か
控

芋

・
其
上
に
主

殿
虚

野

齎
ら
し
を

い
っ
て
注

ヨ

意

し
て
み
る
。

(
註
ミ
四
)

前
出
註

}
五
参
照
。

補

説
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方
聾
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の
所
得
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重
華

華
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(第
二
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五
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男

30)
31)
32)
33)
34)
55)

SchafHe,a.乱 ・0・B・T・S.93.

a.O.S.1,0tz,a.503・

Sch乱 田e,a.a.O.B.T,.S.gLFricdberg,a.a.0.S.78 .N

eumann.a.a.0.S、29.

才出著 、 綾 租 税 研 究 、IQ-16.

溜 置蹴 丑・c?露 呈8一・G「aham・Tax・ しi・・1・・al・ndimperial.p.16.



`

管

論

説

地
方
税
ε
し
て

の
所
得
税

の
重
要

結

.

論

策
十
二
巻

〔第
二
號

五
八
)

二
五

α

以
上
要
之
、
所
得
税
は
現
代
国
家
・の
租
税
騰
系
の
中
福
で
あ
る
が
、
地
方
税
臓
系
内
に
て
は
此
国
税
内
に
於
け

る
ほ
こ
に
重
く
な

い
に
し
せ
よ
、

荷
ほ

一
の
重
要
な
る
税
ε
し
て
認
め
得
る
。

原
則
上
も
此
が

存
立
を

至
醤
ご

し
、
財
政
敗
入
L⊥
に
も
其
必
要
が
あ
る
。
.其
筈
に

つ
き
反
封
説
は
あ
れ
ご
も
重
き
を
遣
く
に
足
ら
な

い
。
そ
し
て

此
税
が
他
税
に
封
ず
る
の
.地
位
は
、'
三
直
接
物
税
に
劃
し
て
は
稍

々
軽
く
す

べ
き
で
あ

っ
て
、
国
税
中

に
財
産
視

を
人
税
ご
し
て
認
,め
入
れ
て
居
る
な
ら
ば
、
此
ξ
並
行
し
連
合
し
て
三
物
硯
に
劃
立
す

る
こ
ε
、
爲
す

べ
く
、
階

っ
て
牧
税
額

の
上
か
ら
は

一
層
輕
く
も
な
る
が
、
併
し
原
則
上
に
は
爾

一
箇

の
威
力
あ
る
元
素

ε
し
て
地
方
税
中

に
重
き
セ
成
す
こ
ε
に
動
揺
は
な
い
。

,


